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赤勝て！白勝て！

　町内保育園による初の合同運動会が10月10

目、松代小学校グランドで行われました。当

日は好天にも恵まれ、会場には元気な子供た

ちの掛け声が響き渡っていました。
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嘉哩
灘
譲
榊

　
町
主
催
の
「
第
三
回
24
時
間
耐
久

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
が
十
月
二
日
か

ら
三
日
に
か
け
、
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
チ
ー
ム
十
人
以
内
の
選

手
が
交
代
で
二
十
四
時
間
走
り
続
け
、

何
周
（
一
周
2
・
！3
キ
・
）
で
き
る
か
を

競
う
競
技
で
す
。
今
年
も
佐
渡
、
新

鍮
．

三
日
正
午
、
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
ゴ
ー
ル
す
る
選
手

潟
、
柏
崎
等
を
始
め
、
町
の
内
外
か

ら
昨
年
よ
り
三
チ
ー
ム
多
い
三
十
三

チ
ー
ム
、
三
百
二
十
七
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
優
勝
は
第
一
回
大
会
か
ら
連
覇
中

の
T
E
P
C
O
激
走
会
チ
ー
ム
（
柏

崎
）
で
、
1
7
6
週
、
走
破
距
離
3

7
6
・
08
キ
。
の
大
会
新
で
見
事
三
連

覇
を
達
成
。
ま
た
同
チ
ー
ム
は
、
三

日
午
前
五
時
三
十
分
に
三
年
間
の
合

計
走
破
距
離
が
記
念
す
べ
き
ー
O
O

O
・
。
を
突
破
す
る
な
ど
、
優
勝
に
花

を
添
え
て
い
ま
し
た
。
二
位
に
も
一

周
差
で
昨
年
と
同
じ
東
芝
柏
崎
、
三

位
に
は
刈
羽
村
の
ス
ー
パ
ー
ひ
た
ち

が
入
る
な
ど
、
柏
崎
勢
の
健
闘
が
目

立
つ
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
夜
に
は
気
温
が
m
度
ま
で
下
が
り
、

選
手
は
白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
の
厳

し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
チ

ー
ム
が
完
走
。
終
了
時
に
は
感
極
ま

っ
て
泣
き
出
す
女
子
選
手
も
あ
り
、

会
場
は
熱
気
と
歓
声
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
種
大
会
結
果

町
長
杯
争
奪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
1
0
月
1
7
日
　
町
総
合
体
育
館

優
勝
　
昇
勢
会
（
松
之
山
）

二
位
　
ピ
テ
カ
ン
（
松
代
）

三
位
　
狼
神
会
（
松
代
）

四
位
　
松
高
（
松
代
）

町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
1
0
月
1
8
日
　
町
民
グ
ラ
ン
ド

優
勝
　
犬
伏
A
チ
ー
ム

ニ
位
　
太
平
チ
ー
ム

三
位
　
蓬
平
チ
ー
ム

四
位
　
菅
刈
A
チ
ー
ム

十
日
町
市
ス
ポ
ー
ツ
剣
道
大
会

　
1
0
月
1
0
日
　
十
日
町
西
小
学
校

　
小
学
校
高
学
年
の
部

三
位
　
　
　
　
柳
　
　
貴
士

優
秀
選
手
賞
　
茂
野
『
　
収

敢
　
闘
　
賞
関
谷
　
　
俊

第
7
回
松
代
少
年
剣
道
大
会

　
　
1
0
月
2
4
日
　
町
総
合
体
育
館

　
小
学
校
低
学
年
の
部
（
団
体
戦
）

三
位
　
松
代
剣
道
連
盟

　
　
　
先
峰
　
鈴
木
久
代

　
　
　
中
堅
　
斉
木
由
輔

　
　
　
大
将
　
斉
木
真
也

　
小
学
校
高
学
年
の
部
（
団
体
戦
）

二
位
　
松
代
剣
道
連
盟
A

　
　
　
先
峰
　
宮
沢
秀
志

2



2璃電
耐久リレーマラソン

　　チーム別成績

順位 チ　ー　ム　名（所在） 回 km

1 T　E　P　C　O激走会（柏崎市） 176 376．08

2 東芝柏崎（柏崎市） 175 372．95

3 スーパーひたち（刈羽村） 170 362．40

4 One　Natiom　One　Groove（松之山町） 169 361．67

5 過激クラブ柏崎・刈羽（柏崎市） 164 349．82

6 富士通機電（新潟市） 157 334．81

7 TEPCO激走会Part2（柏崎市） 153 327．79

8 宇都宮駅伝クラブ（十日町市） 153 326．19

9 Teamえんご爺（三和村） 150 319．80

10 美男林＋2（松之山町） 150 319．60

11 三尺玉爆走会（長岡市） 150 319．50

12 県職中魚沼走友会（十日町市） 148 316．64

13 上越市安江走ろう会（上越市） 147 313．81

14 頸城マラソンクラブ（頸城村） 146 312．58

15 相川ランナーズ（相川町） 146 310．98

16 県職スーパーギャルズ＆ボーイズ3（新潟市） 144 308．02

17 高橋組ランナーズ（松之山町） 143 304．59

18 どん亀ひたち（刈羽村） 142 303．26

19 白雪姫と9人の王子様（新潟市） 139 297．97

20 県職スーパーギャルズ＆ボーイズ2（新潟市） 137 293．31

21 松代分所ブーメランズ（松代町） 137 291．91

22 Oh！ファイト奴奈川（松代町） 136 290．88

23 ヒメリバーRC（糸魚川） 136 289．98

24 気合・根性・体力（松代町） 126 268．68

25 県職スーパーギャルズ＆ボーイズ1（吉田町） 125 268．05

26 ズッコケランナーズ（松代町） 121 259．43

27 N　E　R　Aお～い元気会（松代町） 119 254．97

28 チーム’98（浦川原村） 119 253．57

29 渋海ベアーズ（松代町） 118 253．44

30 トリッキーズ！PART3（浦川原村） 118 251．94

31 松代町商工会青年部（松代町） 117 250．91

32 伊沢ピアニシモ（松代町） 116 248．78

33 伊沢フォルテシモ（松代町） 116 248．78

　3連覇を達成し、ガッッポーズをとる「T　E　P

C　O激走会」の皆さん。　「昼休みの1時間が貴

重な練習時間。来月の茨城県の筑波マラソンにも

参加します」と、荒井俊夫監督。正に「走り大好

き人間」の集合という表現がピッタリのチームで
した。

2麟禍
耐久リレーマラソン

個人順位（第1・位まで）

順位 氏　　　　　名 回数 走破距離

1 原　　　　　正　　則 31 66．03

2 内　　川　　　　　隆 29 62．07

3 小　　林　　辰　　男 25 55．38

4 愛　　場　　　　　勝 25 53．75

5 丸　　山　　孝　　典 25 53．25

6 相　　沢　　昌　　之 24 51．12

7 高　　橋　　政　　信 23 48．99

7 金　　田　　　　智 23 48．99

7 戸　　田　　浩　　人 23 48．99

10 北　　蔦　　優　　一 22 46．86

10 鈴　　木　　光　　弘 22 46．86

lO 岩　　田　　正　　宏 22 46．86

　
女
子
の
部

総
合
優
勝
　
松
代
高
校

個
人
総
合
　
一
位
石
口
香
織

　
　
　
　
三
位
　
関
谷
　
知
子

　
　
　
　
五
位
　
関
谷
真
希
子

種
目
別

　
跳
馬
　
一
位
　

石
口
香
織

　
段
違
平
行
棒
一
位
関
谷
知
子

　
　
　
　
　
二
位
石
口
香
織

　
平
均
台
一
位
　

石
口
香
織

　
床
一
位
石
口
香
織

　
　
　
三
位
　
　
関
谷
　
知
子

上
越
地
区
高
校
体
操
競
技
大
会

　
1
0
月
5
日
　
糸
魚
川
市
体
育
館

　
男
子
の
部

総
合
優
勝
　
松
代
高
校

個
人
総
合
　
二
位
　
小
堺
　
清
治

種
目
別

　
床
二
位
小
堺
清
治

　
鞍
馬
　
三
位
　
　
相
沢
　
和
男

　
吊
輪
　
二
位
　
　
小
堺
　
清
治

　
跳
馬
　
一
位
　

小
堺
清
治

　
平
行
棒
三
位
　
　
小
堺
　
清
治

　
鉄
棒
　
一
位
　
　
小
堺
　
清
治

　
　
中
堅
　
関
谷
　
　
俊

　
　
大
将
　
茂
野
　
　
収

小
学
校
低
学
年
の
部
（
個
人
戦
）

位
斉
木
真
也

位
鈴
木
　
久
代

中
学
校
男
子
の
部
（
個
人
戦
）

位
関
谷
　
　
悟

3



　
町
総
合
体
育
館
の
開
館
十
周
年
記

念
行
事
（
式
典
、
記
念
講
演
、
体
操

演
技
会
等
）
が
十
月
十
日
、
同
体
育

館
及
び
松
高
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
開

館
し
て
か
ら
十
周
年
目
に
当
た
る
今

年
、
県
の
「
国
際
大
会
等
ス
ポ
ー
ツ

功
労
者
招
請
事
業
」
と
併
せ
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

町

総

口

　
式
典
は
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
松

高
体
育
館
で
行
わ
れ
、
関
谷
町
長
を

始
め
、
来
賓
、
一
般
者
な
ど
約
百
六

十
名
が
出
席
。
町
長
に
よ
る
あ
い
さ

つ
、
議
会
議
長
に
よ
る
来
賓
祝
辞
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
柳
一
郎
町
体
育
協

会
長
か
ら
関
谷
甲
子
夫
さ
ん
（
前
体

育
協
会
長
）
に
県
体
育
協
会
の
功
労

者
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
関
谷
さ
ん
が
町
野
球
協
会
長
、
体

育
協
会
長
な
ど
を
永
年
務
め
ら
れ
た

功
績
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▲
百
六
十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た

　
一
記
念
式
典

▲柳体育協会長から　　　『閣畷雛

　功労賞を伝達される関谷さん（右）

羅

体

育

館
「メダルを目指して努力してほしい」

と講演する加藤澤男さん

　
式
典
終
了
後
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト
、
体
操
の
加

藤
澤
男
さ
ん
（
筑
波
大
助
教
授
、
村

松
町
出
身
）
を
迎
え
て
、
　
「
私
と
体

操
競
技
」
と
い
う
演
題
で
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
加
藤
さ
ん
は
メ

ダ
ル
を
片
手
に
、
　
「
メ
ダ
ル
は
持
っ

て
い
る
こ
と
に
価
値
（
意
義
）
が
あ

る
の
で
は
な
く
、
メ
ダ
ル
を
目
指
し

て
努
力
す
る
と
こ
ろ
に
、
本
当
の
メ

ダ
ル
の
価
値
（
意
義
）
が
あ
る
。
簡

単
に
あ
き
ら
め
ず
に
努
力
し
て
ほ
し

い
」
と
、
若
い
人
達
に
訴
え
て
い
ま

し
た
。

　
午
後
か
ら
は
加
藤
さ
ん
の
解
説
に

よ
り
、
筑
波
大
学
体
操
競
技
部
と
、

上
越
地
区
高
校
体
操
競
技
大
会
（
十

月
五
日
、
糸
魚
川
市
）
で
総
合
優
勝

筑波大体操部による模範演技（写

真上）と演技指導（右下）

し
た
松
代
高
校
体
操
部
に
よ
る
模
範

演
技
が
行
わ
れ
、
約
五
百
人
の
観
客

は
演
技
が
決
ま
る
ご
と
に
惜
し
み
な

い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
小
・
中
学
校
の
ち
び
っ
こ
選
手
を

対
象
に
し
た
マ
ッ
ト
運
動
や
平
均
台

な
ど
の
実
技
指
導
も
行
わ
れ
、
全
日

程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
九
月
末
ま
で
の
利
用
者
は

三
〇
万
七
、
四
九
五
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

4
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幼児教育と生涯学習

”甑16

松代町でも今年から、1才から3才までの幼児を対象とした『すくすく教室』

iを開いています。月に1回、午前中だけの教室ですが、この日ばかりは目を輝か

　　　　　　　　　　　　　iせ喜んで子供たちが集まってきます。

！　　　　　　　　　　　　　！　最近は少子化現象で、子供の人数が極端に少なくなり、地域で子供たちが遊
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

1　育児書にかかれてある、　！i育児の方法に添って子育てiぶことカごできにくくなったと言われています・「地区内で洞じ年頃の子供の

1をするようなことをマニュ　liアノレ育児とロ乎んでレ、ます。　i遊び相手がいない」とか「保育所に入る前に子供どうしで遊ぶ機会がない」
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

i　育児にあまり経験のない、i　　　　　　　　　、i小児科医や児童心理学者にi等の声も聞かれるよっに勧ました・

i書描欝算塘考i幼児期は・その後に引き続く青少年・成人の基盤となる時期で臨時教育審議

iことが指摘されてきていま　i会答申でも家庭教育の重要1生について、次のように指摘しています。

1すQ　　　　　　　　　　i
i　その理由は・平均値を中　i　①乳幼児期は親と子の基本的な信頼関係、親子の絆を確立することが重要な
！心とした指導が多くなり、　1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
i子どもの「個性」を＋分考　i　　ことである。
！慮してないこと。育児につ1じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

iいての知識はあっても経験　i　②幼児期から児童期にかけて、家庭での人間的なやりとりのなかで適時・的
1の少ない専門家によってか　l
iかれていること、などが挙　i　　確なしつけを行い、基本的な生活習慣を身に付けさせておく必要がある。
iげられます。　　　　　　　i
i　育児は体験から出発し・　i　幼児教育は、母親の育児に委ねる事が多いわけですが、女性の社会進出が進

i個々の子どもに合ったおおi
iらかな育児書の出現が望ま　iむなかで父親の育児参加をはかること。また、子供は家庭や地域社会の中で育

1れています。　　　　　　　l
i　　　　　　　　　　　　　iつわけですので、情緒豊かな環境をつくることが大切と考えています。

むぐらさわ

葎沢温泉国民年金保養センター
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　　　盈02579（2）6111代表
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辮琴撫礁

只　　　　　　　　　　　　　．6温泉スキー場
見

　　　　昇顕礒
薫　攣雛『●璽騰

邸

　　　　　　　　セ　インタ　　　　　　　　　　　　●開山堂　　　　　　　円福寺●葦

至
新
潟

ヤナ場●
●

永林寺　　　　　出駅

　　　　　上越新幹縁
　川ロインター

浦佐駅

　
皆
さ
ん
は
「
国
民
年
金
保
養
セ
ン

タ
i
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
国
民
年
金
の
加
入
者
、
受
給
者
及

び
そ
の
ご
家
族
の
健
康
や
保
養
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
国
が
設
置
し
た
目
的
セ

ン
タ
ー
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の

方
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
、
全

国
各
地
の
観
光
名
所
や
温
泉
地
な
ど

に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、

安
い
料
金
で
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
る
公
営
施
設
で
す
。

　
県
内
で
は
、
北
魚
沼
郡
湯
之
谷
村

に
「
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
こ

し
じ
」
が
あ
り
ま
す
。
湯
之
谷
温
泉

郷
最
初
の
葎
沢
温
泉
に
位
置
し
、
美

し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
や
す
ら
ぎ
の

宿
で
す
．

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
お
も
て
な
し
と

豊
富
な
湯
量
、
郷
土
色
た
っ
ぷ
り
の

お
料
理
で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
行
楽
は
も
ち
ろ
ん
、
各
種
パ
ー
テ

ィ
i
・
会
議
や
合
宿
な
ど
に
も
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
保
養
セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
。

国民年金

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
へ

5
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！1　　　　舞1’　　一

・
嘘
画
蜀
繭
園
動
の
声
聞
い
て
毎
日
元
気
に
通
う
道

　
　
　
　
　

輝
代
臆
躍
綴

慧轟廻醗校閉

校
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
百
竿
八
年
の
歴
史
を
閉
じ
る

　
平
成
六
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
閉

校
と
な
り
、
松
代
小
学
校
に
統
合
す

る
こ
と
に
な
っ
た
同
校
菅
刈
分
校
に

お
い
て
、
十
月
二
十
四
日
閉
校
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
．

　
式
典
に
は
生
徒
、
父
兄
、
地
区
住

民
、
元
校
長
先
生
な
ど
七
十
七
人
が

出
席
し
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
実
行
委
員
長
の
市
川
藤

蔵
氏
が
「
明
治
八
年
に
菅
刈
で
開
校

以
来
、
永
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
当

校
を
地
域
ぐ
る
み
で
築
き
守
っ
て
き

た
が
、
話
し
合
い
の
結
果
本
日
に
至

り
ま
し
た
。
」
と
思
い
出
話
を
交
え

て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
十
八
年
間
と
い
う
永
い

年
月
に
渡
り
、
分
校
に
対
し
毎
月
寄

付
と
励
ま
し
の
手
紙
を
送
り
続
け
た

愛
知
県
の
間
瀬
泰
代
さ
ん
が
出
席
し

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
児
童
の
言
葉
で
は
全
校
生
徒
十
一

人
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
思
い
出
を
涙
ポ

ロ
ポ
ロ
で
発
表
し
た
「
菅
刈
分
校
で

の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
は
決
し
て
忘

れ
ま
せ
ん
、
松
代
小
学
校
に
行
っ
て

も
み
ん
な
と
仲
良
く
頑
張
り
ま
す
」

と
の
言
葉
が
終
わ
る
と
目
頭
を
熱
く

す
る
参
列
者
で
し
た
。
最
後
に
『
菅

刈
分
校
の
四
季
』
を
全
員
で
斉
唱
し

閉
校
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
分
校
で
の

思
い
で
を
語
る
十
一
人
▼

に
す
る
と
、
出
席
者
は
目
頭
を
押
え

て
い
ま
し
た
。

　
閉
校
式
に
は
児
童
、
中
高
校
生
、

同
窓
生
、
父
兄
、
地
区
住
民
、
歴
代

の
校
長
・
先
生
方
な
ど
多
数
出
席
し

母
校
に
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

6

た
け
蓬
つ
子

卵
学
校
閉
校
式

　
　
　
　
　
　
　
　
学
び
舎
に
さ
よ
う
な
ら

　
秋
も
深
ま
る
十
月
三
十
一
日
に
、

蓬
平
小
学
校
に
お
い
て
閉
校
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
『
明
治
三
十
九
年
に
松
代
尋
常
高

等
小
学
校
雪
中
派
出
所
と
し
て
開
校
、

昭
和
二
十
年
に
は
児
童
数
が
百
二
人

を
数
え
、
ま
た
卒
業
生
八
百
余
名
を

送
り
出
す
な
ど
、
八
十
八
年
の
輝
か

し
い
歴
史
の
あ
る
本
校
で
す
が
、
来

年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
閉
校
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
学

校
と
し
て
育
ん
で
き
た
先
人
達
、
同

窓
生
、
地
域
住
民
、
先
生
、
町
教
育

関
係
者
に
感
謝
い
た
し
ま
す
』
と
小

堺
実
行
委
員
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

さ
ら
に
高
城
校
長
先
生
よ
り
『
蓬
平

小
学
校
生
徒
と
し
て
恥
じ
な
い
成
績

を
お
さ
め
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

あ
と
五
ケ
月
間
、
本
校
生
徒
と
し
て

の
誇
り
を
も
っ
て
立
派
に
過
ご
し
て

く
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
』
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　
児
童
の
こ
と
ば
で
は
『
は
ば
た
け

蓬
っ
子
』
と
題
し
て
ス
ラ
イ
ド
を
使

い
学
校
の
歴
史
や
数
々
の
思
い
出

を
13
人
全
員
で
発
表
し
、
最
後
に
、

『
出
発
の
歌
』
で
新
た
な
希
望
を
胸

“はばたけ蓬っ子“



　
県
の
民
生
部
で
は
青
年
の
海
外
派

遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
県
内
の
青
年
を
海
外
に
派
遣
し
、

お
互
い
の
交
流
を
図
り
、
今
後
の
社

会
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
関
谷
直
明
さ
ん
（
松
代
）

が
参
加
し
、
見
聞
を
広
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
時
の
紀
行
文
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
’

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

研
修
を
終
え
て

　
九
月
三
日
、
期
待
と
大
い
な
る
不

安
の
中
、
成
田
を
カ
ン
タ
ス
6
0
便
に

て
一
路
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
。
十
二

日
間
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
の
滞
在

カンガルー自然公園にて

関
谷
直
明
（
松
代
）

は
十
日
間
）
の
海
外
研
修
の
始
ま
り

で
あ
る
．

　
日
程
は
シ
ド
ニ
ー
、
ア
デ
レ
ー
ド
、

カ
ン
ガ
ル
ー
島
、
そ
し
て
ア
デ
レ
ー

ド
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
、
十
日
間

で
は
少
々
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

予
定
が
組
ま
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
メ
イ
ン
に
な
る
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
英
語
が
話
せ

な
い
私
に
と
っ
て
、
二
泊
三
日
を
ど

う
や
っ
て
乗
り
き
れ
ば
良
い
の
か
と
、

研
修
中
ず
っ
と
不
安
の
種
で
あ
っ
た
。

　
今
回
私
は
、
青
海
町
の
嶋
田
君
と

一
緒
に
”
K
E
P
E
R
T
”
さ
ん
一
家

に
お
世
話
に
な
っ
た
。
五
人
家
族
プ

ラ
ス
猫
一
匹
と
い
う
家
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
た
。

　
私
達
二
人
の
こ
と
に
気
を
使
っ
て

く
れ
、
そ
の
中
に
も
家
族
の
一
員
と

し
て
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
。
英
語

が
分
か
ら
な
い
私
に
も
、
辞
書
を
使

い
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
何
度
も
話
し

か
け
て
く
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
と
て

も
嬉
し
く
思
え
た
。

　
そ
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
の
三
日

間
が
過
ぎ
、
ま
っ
た
く
見
ず
知
ら
ず

の
、
ま
し
て
日
本
語
と
英
語
の
中
で
、

初
め
て
．
言
葉
の
壁
は
な
い
”
と
思

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
と
一
緒
に

っ
た
数
日
間
で
あ
っ
た
。

　
私
た
ち
を
う
け
入
れ
て
く
れ
た
大

き
な
国
．
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
”
。
し
か

し
、
今
回
見
て
来
た
厳
し
い
現
実
も

心
の
中
に
刻
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
充
実

し
た
福
祉
、
そ
の
し
わ
寄
せ
で
重
税

に
あ
え
ぐ
国
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

精
神
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
の

日
本
語
熱
。
大
自
然
の
カ
ン
ガ
ル
ー

島
で
も
リ
ゾ
ー
ト
開
発
と
い
う
名
の

自
然
破
壊
が
始
ま
り
、
そ
の
中
に
日

本
の
企
業
が
参
入
し
て
い
る
現
実
。

　
車
社
会
に
も
”
N
I
S
S
A
N
”

”
T
O
Y
O
T
A
”
”
M
I
T
S
U
B

I
S
H
I
”
と
い
っ
た
具
合
い
に
数

多
く
の
日
本
車
が
。
シ
ド
ニ
ー
で
の

日
本
語
の
看
板
の
多
さ
に
は
驚
か
さ

れ
た
と
同
時
に
、
”
経
済
大
国
日
本
”

と
い
う
言
葉
に
一
歩
外
へ
出
て
遠
く

か
ら
見
た
時
、
初
め
て
そ
れ
が
本
当

な
ん
だ
な
、
と
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
こ
の
海
外
研
修
に
参
加
す
る
ま
で

は
、
十
二
日
間
の
短
い
間
で
何
が
出

来
る
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
出
発
を
迎

え
た
が
、
自
分
が
考
え
た
以
上
に
新

し
い
体
験
、
そ
し
て
見
る
物
す
べ
て

に
新
鮮
さ
を
与
え
て
く
れ
た
海
外
研

修
で
あ
っ
た
．

　
そ
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
、
七
月

の
事
前
研
修
か
ら
の
十
五
人
の
大
切

な
仲
間
が
出
来
た
こ
と
な
ど
、
本
当

に
素
晴
し
い
十
二
日
間
で
あ
っ
た
。
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海老地区

モ
チ
喬
参
吻
て
落
成
を
祝
う

海
老
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
め
縄
加
エ
施
設
も
併
設

　
こ
の
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
は
町
と

県
が
お
こ
な
う
『
林
業
オ
ア
シ
ス
整

備
事
業
』
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ

た
も
の
で
、
総
事
業
費
二
、
五
二
二
万

円
、
木
造
二
階
建
延
床
面
積
一
六
四

平
方
㌶
で
す
．

　
集
会
施
設
の
ほ
か
に
『
し
め
縄
加

工
施
設
や
農
産
物
出
荷
場
』
も
併
設

さ
れ
て
お
り
、
南
部
地
区
の
地
域
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
役
立
つ
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
完
成
を
祝
っ
て
十
月
三
十
日

に
竣
工
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
同
地
区
に
は
来
年
度
以
降
も

案
内
板
や
遊
歩
道
、
健
康
増
進
施
設

等
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
め
縄
づ
く
り
を
実
演
す
る
▼

護
、
縫

叢
難
懸
黙
灘
．

菅刈地区

立
派
后
集
会
所
か
で
ぎ
た
わ
　
村
中
総
出
で
祝
う

菅
刈
多
目
的
集
会
施
設
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
の
い
こ
い
の
場
に

　
地
区
の
人
達
が
待
ち
望
ん
で
い
だ

克
雪
型
の
新
し
い
集
会
所
が
完
成
し

十
月
三
十
一
日
に
竣
工
式
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
新
農
村
地
域
定
住
促

進
対
策
事
業
に
よ
り
建
設
し
た
も
の

で
、
総
事
業
費
は
約
二
、
三
六
〇
万

円
、
木
造
二
階
建
延
床
面
積
一
四
六

平
方
層
。
会
議
室
、
調
理
室
な
ど
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
各
種
集
会
、
研

修
等
、
老
人
か
ら
若
者
ま
で
幅
広
く

利
用
さ
れ
、
地
域
の
憩
い
の
場
に
、

ま
た
活
性
化
の
た
め
に
役
立
つ
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

多
目
的
利
用
を
め
ざ
す
城
川
ダ
ム
（
室
野
地
内
）

安
全
を

祈
願
し

定

平
山
知
事
も
出
席

　
平
成
四
年
か
ら
本
体
工
事
に
着
手

し
た
城
川
ダ
ム
の
定
礎
式
が
十
月
二

十
九
日
午
前
十
時
半
よ
り
建
設
現
場

に
て
平
山
知
事
、
建
設
大
臣
、
地
元

選
出
国
会
議
員
を
お
迎
え
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
．

　
定
礎
式
と
は
ダ
ム
建
設
工
事
に
あ

た
り
、
ゆ
る
ぎ
な
い
礎
石
と
災
害
の

防
止
を
祈
願
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　
城
川
ダ
ム
は
建
設
省
の
小
規
模
生

活
ダ
ム
事
業
（
ミ
ニ
ダ
ム
）
に
よ
り

建
設
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
目

的
は
水
道
用
水
の
供
給
、
洪
水
調
節

》
ク
レ
ー
ン
の
ス
イ
ッ
チ
を
押

　
す
知
事
と
町
長

な
ど
多
目
的
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
同
事
業
は
国
に
お
い
て
、
昭
和
六

十
三
年
に
は
じ
め
て
制
度
化
さ
れ
、

即
そ
の
年
に
採
択
さ
れ
た
と
い
う
も

の
で
全
国
的
に
も
数
少
な
い
事
業
で

あ
り
ま
す
。

　
総
事
業
費
三
十
九
億
円
、
平
成
八

年
完
成
の
予
定
で
あ
り
、
周
辺
に
は

遊
歩
道
や
公
園
な
ど
憩
い
の
施
設
整

備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
定
礎
式
の
後
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に

て
祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

》
万
才
を
合
図
に
礎
石
を
埋
め
る

　
コ
ン
ク
リ
i
ト
バ
ケ
ッ
ト
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千年地区

し
め
縄
共
同
作
業
施
設
完
成

　
　
　
　
　
　
　
特
産
品
「
し
め
縄
づ
く
り
」
の
拡
充
を
め
ざ
す

　
こ
の
ほ
ど
、
千
年
地
区
に
「
松
代
町

し
め
縄
生
産
組
合
共
同
作
業
施
設
」

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、

当
町
に
お
け
る
し
め
縄
生
産
の
拠
点

と
し
て
、
県
の
山
間
地
域
総
合
振
興

対
策
モ
デ
ル
事
業
（
県
補
助
金
三
千

百
八
十
万
円
）
に
よ
り
、
総
事
業
費

五
千
三
百
万
円
で
建
設
さ
れ
た
も
の

で
す
．

　
建
物
は
鉄
骨
三
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
は
三
百
九
十
七
平
方
で
、
一
階

は
集
・
出
荷
場
、
二
階
は
共
同
作
業

場
、
三
階
は
格
納
庫
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
階
か
ら
三
階
へ
の
荷

物
の
上
げ
下
し
に
便
利
な
昇
降
装
置

も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
省
力
化
に
一

役
買
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

現
在
、
町
内
で
は
百

三
十
八
人
が
し
め
縄
生

産
に
従
事
し
て
お
り
、

農
家
販
売
額
は
約
五
千

万
円
（
年
間
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
施
設

の
完
成
に
よ
り
、
町
内

に
お
け
る
し
め
縄
生
産

の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

12月の出荷を控えて作業にいそがしい

知
つ
て
い
蓉
す
か
早

目
本
最
小
の
セ
ミ

『
チ
ッ
チ
ゼ
ミ
』

体長2cm位、11月頃ま

で「チッチッチッ」と

低く鳴き町内でも相当

数いるとのことです。

（福島　高橋八十八氏

提供）

何
に
見
え
ま
す
か

　
　
　
　
オ
ッ
ト
セ
イ
そ
れ
と
も
タ
ヌ
キ
？
・

栃木県小山市の市川寅

三さんの（小屋丸松

本屋）畑でとれたジャ

ガイモです。

しめ縄共同作業施設

血献

献
血
あ
り
が
と
う

献
血
功
労
者
表
彰

　
　
　
四
名
の
方
々
に
献
血
に
対
す
る
功
績
が
あ
っ
た
の
で
日
本
赤

　
　
十
字
社
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

轡噸
、

銀色功労楯（150回）

斉木　勉さん

銀色功労楯（100回）

武田芳夫さん

金色有功章（50回）

相沢幸一さん

銀色有功章（30回）

小松和夫さん
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飼
聰
回

樋口　伊良さん

謹
鯉
壽
、
鞘

　　　轍

さ
ん
郡
展
賞
受
賞

　
郡
内
文
化
の
交
流
と
振
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
第
1
2
回
東
頸
城

郡
美
術
展
覧
会
（
郡
公
民
館
連
絡
協

議
会
主
催
）
が
十
月
十
五
日
か
ら
十

七
日
ま
で
の
三
日
間
、
大
島
村
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

月

懸饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
　
鎮

　
　
　
　
、
羅
遜
灘
籔
、
韓

覇嚢

　
今
年
は
絵
画
6
5
点
、
書
道
3
7
点
、

彫
塑
・
工
芸
2
6
点
、
写
真
5
7
点
が
出

展
さ
れ
、
連
日
た
く
さ
ん
の
見
学
者

が
鑑
賞
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
当
町
か
ら
も
3
5
点
の
作
品
が
出
展

さ
れ
、
写
真
部
門
で
樋
口
伊
良
さ
ん

（
松
代
）
が
郡
展
賞
、
書
道
部
門
で

高
橋
良
江
さ
ん
（
福
島
）
と
古
島
辰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
濯
雛

壕
や
ダ
、

　
　
　
　
　
　
　
．
姦
書

㎜
　
　
　
毒
　
糞
ソ

§
～
構

〆
　
み
〆
粉
議

穿
β
．
転

叢
押
、
　
獲

　
　
　
　
　
　
墾
驚
鱗
．
誰

鞭眉4鳥享

倫
熱
雛
懸

懸
嚢
鞭
里
脈
臨
旗
繰
編
顯

峨
眉
山
月
歌

雄
さ
ん
（
室
野
）
が
奨
励
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
樋
口
さ
ん
は
、
　
「
カ
メ
ラ
は
三
十

年
く
ら
い
前
か
ら
趣
味
で
や
っ
て
い

る
が
、
今
回
、
人
に
勧
め
ら
れ
て
初

め
て
出
展
し
ま
し
た
。
郡
展
賞
に
な

っ
て
大
変
驚
い
て
い
ま
す
。
特
に
総

評
で
、
『
花
の
何
を
撮
り
た
い
の
か
』

高橋良江さん

・
　
良
寛
の
う
た

古島辰雄さん

『
私
は
こ
の
花
の
こ
れ
を
撮
り
た
い
』

と
い
う
作
者
の
気
持
ち
が
出
て
い
る

良
い
作
品
、
と
評
を
い
た
だ
き
大
変

喜
ん
で
い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
橋
さ
ん
は
今
回
が
初
の

奨
励
賞
受
賞
、
古
島
さ
ん
は
二
度
目

の
奨
励
賞
受
賞
と
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
郡
美
術
展
覧
会
は
毎
年
こ

の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

来
年
は
あ
な
た
も
出
展
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
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芝峠温泉

”

一
度
と
一
一
一
目
わ
ず
に
二
度
三
度
”
き
て
ね

　
　
　
　
　
　
　
イ
ベ
し
ト
も
り
沢
山
、
千
百
人
で
に
ぎ
わ
う

　
昨
年
に
続
き
2
回
目
の
感
謝
デ
ー

が
十
月
二
十
四
日
に
お
こ
な
わ
れ
、

あ
い
に
く
の
天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず

町
内
外
の
多
数
の
方
々
か
ら
お
い

で
頂
き
ま
し
た
。
温
泉
音
頭
と
踊
り

の
披
露
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ダ
ン
ス
、

カ
ラ
オ
ケ
シ
ョ
ー
、
餅
つ
き
大
会
、

樽
酒
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
料
理
、
野
菜
の
販

売
な
ど
、
も
り
沢
山
の
催
し
も
の
で

皆
さ
ん
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宿
泊
棟
ロ
ビ
ー
で
は
茶
席

を
も
う
け
、
着
物
姿
の
婦
人
が
抹
茶

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
な
ど
、
来
客
の

皆
さ
ん
は
芝
峠
温
泉
の
秋
の
一
日
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

▲めずらしい外国料理を楽しむ（1階ピロティー）

　
　
》

シ
ョ
ー
を
見
物
す
る

超
満
員
の
観
客
（
大
広
間
）

茶
席
で
の
抹
茶
の
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
（
宿
泊
棟
ロ
ビ
ー
）

初
め
て
披
露
さ
れ
る
芝
峠
温
泉

音
頭
の
踊
り

雑居祭

松
代
疑
・
て
い
叉
が
い
っ
ぱ
い
い
3
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
・
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

松
代
名
産
ア
ン
ボ
は

　
　
　
　
い
か
が
で
す
か
〃

　
松
代
町
の
中
学
・
高
校
生
リ
ー
タ

ー
二
十
六
人
が
十
月
九
日
、
十
日
の

二
日
間
、
世
田
谷
区
を
訪
れ
、
世
田

谷
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
の
交
歓
会

や
雑
居
祭
に
参
加
し
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　
第
一
日
目
は
世
田
谷
区
の
探
索
と

地
下
鉄
乗
車
体
験
を
行
い
、
そ
の
後
、

区
立
青
年
の
家
で
同
区
の
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
と
交
歓
会
を
行

い
ま
し
た
。
同
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

の
皆
さ
ん
は
今
年
三
月
に
松
代
町
で

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
と
き
知
り
あ
っ
た
メ
ン
バ
ー
と

の
再
会
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
第
二
日
目
は
雑
居
祭
に
参
加
し
、

ア
ン
ボ
や
笹
団
子
、
マ
ム
シ
の
販
売

体
験
と
松
代
町
の
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。　

『
新
潟
県
の
松
代
町
か
ら
来
ま
し

た
』
と
恥
ず
か
し
げ
に
言
う
と
、
『
雪

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
く
れ
る
マ
ツ

ダ
イ
で
す
ね
、
よ
く
知
っ
て
い
ま
す

よ
』
と
の
返
事
が
返
っ
て
く
る
と
『
松

代
町
を
知
っ
て
い
る
人
が
い
っ
ぱ
い

い
る
！
』
と
驚
い
た
り
、
ま
た
自
信

に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。

〉
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

　
交
歓
会
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嚢O舶

ふ
る
さ
と
が
「
が
ん
ば
り
』
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
え
て
く
れ
ま
し
た

　
何
か
一
筆
と
思
う
と
頭
に
浮
か
ぶ

の
は
、
ま
ず
ふ
る
さ
と
。
東
京
に
出

て
き
て
今
年
で
ち
ょ
う
ど
五
十
年
に

な
り
ま
す
。
ま
つ
だ
い
の
広
報
を
い

た
だ
く
度
に
一
度
に
目
を
通
し
、
懐

か
し
い
人
の
名
前
や
地
名
に
い
ろ
い

ろ
と
隈
か
し
ん
で
い
ま
す
が
、
今

年
は
ま
れ
に
見
る
冷
夏
で
、
稲
作
な

ど
に
は
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
心
か
ら
お
察
し
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
潟
県
と
い
う
よ
り
、
松
代
町
は

お
米
が
産
業
だ
と
思
い
ま
す
と
、
自

分
の
事
の
よ
う
に
息
苦
し
さ
を
感
じ

ま
す
。

　
私
の
里
の
家
も
寄
る
年
波
に
勝
て

ず
、
数
年
前
に
兄
が
農
業
を
や
め
、

上
越
市
に
引
越
し
ま
し
た
。
で
も
生

（竹所東出身

　　東京都墨田区在住）

れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
は
い
く
つ
に
な

っ
て
も
気
に
か
か
る
も
の
で
す
。

　
私
事
で
す
が
、
こ
こ
二
、
三
年
に
竹

所
か
ら
上
越
市
に
引
越
し
た
一
郎
兄
、

私
が
若
い
頃
勤
め
て
い
た
目
黒
の
薬

局
の
御
主
人
、
自
分
の
主
人
と
立
て

続
け
に
他
界
し
、
相
談
し
た
り
す
べ

て
の
事
を
頼
り
に
し
て
た
人
が
急
に

居
な
く
な
る
事
の
淋
し
さ
は
、
口
や

筆
に
は
言
い
表
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、

主
人
が
経
営
し
て
た
商
売
と
ビ
ル
の

両
方
の
責
任
を
持
つ
事
に
な
り
、
お

得
意
様
、
銀
行
、
経
理
士
と
の
話
し

合
い
な
ど
遠
い
世
界
の
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　
ま
た
不
景
気
の
中
で
の
経
営
は
女

の
細
う
で
で
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
明
る
い
日
が
廻
っ
て
く
る
も
の

山
内
マ
サ
子

と
思
い
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
他
な
い

と
思
い
ま
す
。
い
い
時
悪
い
時
も
あ

る
と
い
う
教
え
を
思
い
な
が
ら
、
戦

中
戦
後
の
農
業
の
激
し
い
労
働
に
た

え
た
こ
と
、
食
糧
事
情
の
悪
い
時
都

会
で
暮
ら
し
た
こ
と
を
思
え
ば
、
な

ん
と
か
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
が
ん
ば
り
も
ふ
る
さ
と

が
育
て
て
く
れ
た
と
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
東
京
松
代
会
も
私
に
と
っ
て
は
、

ほ
ん
と
に
懐
か
し
い
会
で
、
こ
れ
か

ら
も
昔
の
知
人
や
お
友
達
に
会
え
る

日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
い
つ
ま
で
も
続
き
ま
す
よ
う

に
。
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鴇
霧
塞
馨
薯
馨
塞
塞
憲
憲
馨
馨
憲
馨
馨
馨
馨
塞
§
馨
塞
多
憲
馨
馨
蜜
馨
馨
講

醐醐蹴醐蹴槻蹴晒一槻槻槻槻槻槻槻槻槻醐醐槻槻醐蹴槻醐醐槻蹴槻槻槻槻槻槻槻蹴槻槻蹴槻醜槻蹴醐槻槻槻臓

日　平成6年1月16日（日）

　　午前　11：30～午後2：00

場　東急ゴールデン・ホール（J　R渋谷駅前）

費　男性　8，000円

　　女性　7，000円

　※お誘い合わせの上多数ご参加ください。

新会員募集平成6年度

期
　
　
会
会

会員数　現在855名
特　典　①松代町役場発行の「広報まつだい」毎月

　　　　　送呈

　　　　②幼馴染との再会、近況交流、情報交換

　　　　③会報、住所録の取得

　　　　④新年会、旅行、シンポジウム、集会など

　　　　　の実施

　　　　⑤郷里松代町との交流

お間い合わせとお申込先

糟
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

松代地区 市川　昭二 0　3　－　3　9　9　9　－　3　0　0　1 伊沢地区 佐藤　正則 0　3－3　3　8　2－0　2　1　1

〃 鈴木佐一郎 0　3－3　9　2　4－6　8　1　4 山平地区 小堺　昌隆 0　4　8－7　2　6－1　8　2　0

峰方地区 秋山佐久代 0　3－3　8　9　8－8　5　3　4 〃 武田　晃平 0　4　8　6－8　4－5　8　7　1

〃 若井　謙一 0　3－3　7　1　8－　1　0　2　1 奴奈川地区 牧田　嘉正 0　3－3　6　7　8－0　3　6　0

伊沢地区 石田　龍作 0　3－3　8　7　9－0　4　0　4 〃 佐藤　繁夫 0　3－3　9　2　3－0　9　6　9

箋
家
象
塞
釜
馨
馨
馨
釜
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を
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れ
さ
せ
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は
昨
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仏
の
頭
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に
そ
っ
と
赤
と
ん
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八
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と
い
も
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と
書
い
て
毛
見
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淡
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こ
の
あ
た
り
谷
地
田
の
多
し
手
刈
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

赤
い
羽
根
胸
の
ふ
く
ら
み
よ
く
目
立

ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
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台
風
の
つ
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痛
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刈
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ピ
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弾
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寄
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れ
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ゆ
る
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蒲
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句
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む
し
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日
は
雲
に
隠
れ
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ま
ま
の
籾
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耕
　
山

秋
日
和
目
を
細
め
て
は
立
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
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い
な
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稲
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煙
た
な
び
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村
暮
る
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泥
　
水

細
々
と
虫
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鳴
く
な
り
人
恋
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
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さ
お

美
し
き
空
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帰
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見
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翔
　
山

水
澄
め
る
棚
田
に
沈
む
落
穂
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

新
藁
の
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よ
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ろ
げ
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂
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妻
留
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呼
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龍
峰

短
　
歌

　
青
き
稲
穂

　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

不
安
な
き
人
は
居
る
ま
い
こ
だ
わ
り

を
捨
て
て
歩
ま
ん
今
日
を
楽
し
く

水
田
の
な
べ
て
宅
地
に
埋
ま
り
ゆ
く

信
濃
川
辺
の
こ
の
町
は
ず
れ

台
風
は
佐
渡
沖
と
や
ら
強
風
に
な
び

　
　
　
　
ひ
ら
　
ふ

く
稲
穂
よ
平
伏
す
な
か
れ

登
熟
の
遅
れ
て
青
き
稲
の
穂
に
夜
す

が
ら
月
の
照
り
渡
る
ら
ん

日
本
晴
れ
の
空
に
半
片
の
月
残
し
刈

田
に
む
な
し
こ
の
直
射
光

落
葉
せ
し
梢
に
動
く
雲
見
れ
ば
冬
へ

の
足
音
聞
こ
ゆ
る
ご
と
し

　由ウネす　　刀マ

奈
ご
ろ
琉
、

届
ワ
が
　
　
　
　
，
”

李
盗
＼
裟

　
　
　
　
　
何
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し
て
フ
∂
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．
た
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．
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『
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が
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．
率

　
“

　
　
￥
　
『

　
　
つ

　
ナ
ィ
フ

o

　　叉鶉？〆ぎ

、ナ鐙必ズリノし　｝　，ゆ噸

ノコギり

　
　
　
　
》

　
　
　
勿

瓢
々
〈

文
北
祭
の

大
道
具
係

を
し
て
る
ん

　
　
だ
一

9
ノ貧

一
類
7
0

／
恥
．

一
奪

｛
　
　
ヴ
∵

　
　
娚濁

　
　
　
ノ

庭
の
草
木

ダ
擢
筆
ン
鎌
讐
雛

　
　
　
　
　
薦
鑓
率
灘
盤
タ
科
）

　
ユ
キ
ノ
シ
タ
に
近
い
種
類
で
、
花

が
よ
く
似
て
い
る
。
ユ
キ
ノ
シ
タ
の

花
は
初
夏
に
咲
き
、
上
側
の
三
花
弁

に
そ
れ
ぞ
れ
赤
い
斑
点
が
あ
る
の
に

灘購懸　
　
，
撚

対
し
、
ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
は
、
夏
か

ら
秋
に
開
花
し
、
上
側
三
花
弁
に
赤

い
斑
点
は
な
い
。

　
ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
は
大
文
字
草
の

意
で
、
上
側
の
三
花
弁
は
小
さ
く
、

下
側
二
花
弁
は
左
右
に
大
き
く
開
い

て
い
て
、
大
の
字
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
形
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

654321
囲

　
　
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

　
●
ヒ
ン
ト
…
ア
キ
、
王
手
す
る
と
竜
を

　
　
素
抜
き
さ
れ
る
。

　
　
m
分
で
1
級
、
4
分
で
三
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
銀

一
二
三
四
五
六
七
八
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罫
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ご存じですか

　　検察審査会

　皆さんの周囲でも、交通事故、

詐欺、おどしなどの被害にあっ

て警察や検察庁に訴えたが、そ

の事件を裁判にかけてくれない

（これを「不起訴処分」といい

ます。）ので、どうも納得できな

い、こんな不満をお持ちの方は

いませんか。泣き寝入りしない

で、下記検察審査会事務局に遠

慮なくご相談ください。

　検察審査会は、選挙権を有す

る国民の中から、「くじ」で選ば

れた11人の審査員が国民を代表

し、住民として健全な良識に従

って、検察官の不起訴処分を調

べなおしてくれる民主的な国の

機関です。

　審査の申立てには費用は一切

かかりませんからお気軽にご利

用ください。

高田検察審査会事務局

　上越市大手町1－26

　新潟地方裁判所高田支部構内

　盈0255－24－5160

避一蘇タ踏鐵欝働法

　　　　　周魏潟聞

　近年、パートタイム労働者は

著しく増加するとともに、勤続

年数の伸長、就業分野の拡大も

みられ、経済社会で重要な役割

を果たしていますが、一方で、

その多様な実態を踏まえた適切

な雇用管理が行われていない等

種々の問題点も指摘されていま
す。

　このような状況から、本年6

月に「短時間労働者の雇用管理

の改善等に関する法律」（パート

タイム労働法）が成立し、本年

12月1日に施行される予定とな

りました。

　労働省では、11月をパートタ

イム労働法周知月間とし、同法

の周知のための活動を集中的に

実施いたします。

　詳細につきましては新潟婦人

少年室（025－266－OO47）まで、

お問い合わせ下さい。

　　　　㊧

　　　　　酬蜴

　　　　鼻￥

ひ
～

　　　ひろ　あき
小堺裕章くん
　　5歳　后
　儀明　おおだ
　　　　　　　　δ

　　　　　　　　（

　　　　　　　　見

高橋いっか鰍て

慌弩ぜ．わ

　　　ひろ　　や
鈴木寛也くん
　　5　歳
松代　松代印刷所

つ

，
●

’
●

上・h5。，9”一h』。ll一”、，，159“105一，II”ll，。，1”一、一，一1…1。，一，15“11曝一，1一”h，1一｛陰』1一｛19一。1川11し一1ll”h，，15・・9h，，一｛1，。11川・1一一lg一”h一一19・”h，，gl・’・h5，一｛19一一1川ll一一一1一”h，一lgl”h，，・5・”h』8511”1｝一II’1』、一59”11．、11”’5』一・II’”閣｝｛1一・1509●51。・1｛h｝・匹9”閣hl・1’”h”・1“陰11・・11川1』“1’”h一・1。’9’1』”9｛｝695、1・・臨1川’』・159’9閣h・・｛h・II’”。』一・・｛｝1”1』｝905’巳1…15“閣hr・匹51’｝｛｝｛馳」

前
長
新

《税金電話相談電話番号》

橋　0272（43）3399
野0262（37）2299
潟025（223）2299

《ファックス電話番号》

03（3213）2222
02552（27）1177

　
現
在
は
、
各
税
目
に
わ
た
り
身
近

な
テ
ー
マ
を
中
心
に
約
五
〇
〇
項
目

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
コ
ー
ド
表
は
最
寄
り
の
税

務
署
や
市
町
村
役
場
な
ど
の
窓
口
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

す項ヤりて　話る　こ
o目ルたい電に相税と税

金
に
関
し
て
お
分
か
り
に
く
い

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

金
電
話
相
談
は
、
税
金
に
関
す

談
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
電

よ
り
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

話
を
か
け
、
コ
ー
ド
表
に
載
っ

る
項
目
の
中
か
ら
お
聞
き
に
な

い
項
目
の
コ
ー
ド
番
号
を
ダ
イ

し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
そ
の

に
つ
い
て
解
説
が
流
れ
て
き
ま

（参考）よく利用されるコード番号は次のようなものがあります。

コード コ　　　　ー　　　　ド　　　名

151 パート収入はいくらまで税金がかからないか

141 医療費と所得控除

160 住宅取得等特別控除を受けるための手続き

206 やさしい必要経費の知識

643 父母などから住宅取得資金の贈与を受けたときの特例

Q＠
　、

ρ

税
金
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

…
・
・
…
…
…
税
金
電
話
相
談
…
…
…
…
・

曝1，，1｛閣9一，1川1一一，，ll9・1』，，｛1一匪，1川1覧一，1｛し』一，｛町，『，II“11し，511”1』，，，｛し一『，｛9，一旦II”11暉一191”ll一一9｛1，一．｛，，，II“11，一1。”・hl，ll…1』一，・｛1，，・｛05．・II”h，．ll”一｝。・・巳』”・59“｝・’911．・II一’一・1”・II”1｝1。”h…｛1…｛｝1一’一。1一・llO”｝’1一』』・・｛1”・｛1・89－1”Il”ll”1｝1一’一ll”lgI”51・・一1’“’』・畳1一”ghl・｛h・1。9”｝’“’h・“一’1’』”・g’”巳19・・00”5h・・｛1・・1’一’1’1∈
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難
．

灘

出稼者の皆さんへ

　国保から社保に保険証の変わ

る人は、早めに届け出をお願い

いたします。

◎国保への届け出は14日以内に

陸・海・空
　　　自衛隊生徒募集

　防衛庁では、陸・海・空自衛

隊生徒を募集しています。

受付期間

　平成5年11月1日（月）から

　平成6年1月4日（火）まで
応募資格

　平成6年4月1日現在15才以
　上17才未満の男子で中学校卒

　業者

給　　与

　俸給（月額・144，700円）の他、

　期末、勤勉手当が年間5．45ケ

　月分支給されます。

高等学校の卒業資格が得られま
す。

問い合わせ

　松代町役場総務課

　又は自衛隊高田募集事務所

　（奮0255－23－5519）

野勲帰鯛附』脚勲”聯ハ㎜〔鯛嚇聯勲”開聯〔伽〔齢齢鯛脚網隙〔伽融四齢齢鰍聯融雅勲聯劇耀』四伽昂鮒嚇糊剛昂捌翻四w聯〔鯛嘆

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

1在宅寝たきり者訪間歯科診療ご案内l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　県では、高齢者福祉対策の一環として、県歯科医師会と協力して　1
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
1寝たきり者の往診歯科治療を行います。この事業は、寝たきりで歯　1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
1科医院へ通院することが困難な方々に対して治療や保健指導を行い、1
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

1食生活の充実を図ることを目的にしています・　　　　l
l　歯が痛い、食べ物がよく噛めないなどで歯科治療が必要な方、歯　l
lみがきなどについて相談したい方1よ、この機会に治療や指導をお受1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
リけください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

11．対象者：在宅寝たきり者で歯科医院への通院が困難な人を対l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　象にします。　　　　　　　　　　　　　　　　　1

こんなとき 持参するもの

国
保
に
加
入

他市区町村から転

入してきたとき

印かん、転出証明

書

他の健康保険を脱

退したとき

印かん、健保の離

脱証明書

生活保護を受けな

くなったとき

印かん、保護廃止

決定通知書

子どもが生まれた

とき

印かん、保険証、

母子健康手帳

国
保
を
脱
退

他市区町村へ転出

したとき
印かん、保険証

他の健康保険に加

入したとき

印かん、国保と健

保の保険証

生活保護を受ける

ことになったとき

印かん、保険証、保

護開始決定通知書

死亡したとき
印かん、保険証、死

亡を証明するもの

そ
　
の
　
他

㊥修学のため、子

どもが他の市区町

村に下宿するとき

印かん、保険証、

在学証明書

㊥長期旅行などで

別個の保険証がほ

しいとき

印かん、保険証

2．事業内容：地区の歯科医師が歯科治療や歯科保健指導を往診し

　　　　　　て行います。

3．治療費：健康保険が適用されます。

4．申込み先：松代町役場　住民課国保衛生係

　　　　　　　　　　　　　　　　TEL7－2220
象＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿認
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　「中小企業倒産防止共済制度」

は、取引先企業の倒産の影響を

受けて中小企業者自らが倒産す

る等の事態の発生を未然に防ぐ

ため、国がつくった制度です。

　加入後6か月以上たって取引

先事業者が倒産し、売掛金債権

等の回収が困難となった場合、

掛金総額の10倍の範囲内（最高

3，200万円・残高べ一ス）で無担

保・無保証人・無利子で共済金

の貸付けが迅速に受けられます。

（ただし、貸付けを受けた共済

金の10分の1に相当する掛金額

に対する権利は消滅します。）

　すでに多数の方が貸付けを受

けて経営の危機を乗り切り、助

かったと喜んでおられます。ぜ

ひこの制度へのご加入をおすす

めします。

　この制度の詳しい内容は、最

寄りの商工会・商工会議所又は

中小企業団体中央会・お取引の

金融機関又は中小企業事業団へ

お問い合せ下さい。

石川障害者職業能力開発校

1．募集科目

　製版印刷科、一般事務科、

　　トレース科、電子機器科、

　洋裁科、陶磁器科
2．訓練期間

　平成6年4月7日（木）～

　　7年3月15日（水）1年間
3．応募資格

　障害者手帳等の所持者

4．願書の請求と提出先

　最寄りの公共職業安定所

5．応募締切り

　　3月20日（但し、願書提出

　者より随時面接選考を行い

　定員に達し次第締め切りま
　す。）

6．問い合わせ

　石川障害者職業能力開発校

　　盈0762－48－2235　又は

　最寄りの公共職業安定所へ



～老
『秋』が来たノ

山岸由美さん（蒲生）

　
朝
、
窓
を
開
け
る
。
鳥
の
鳴
き
声
、

朝
焼
け
の
空
、
朝
霧
に
煙
る
町
並
み
、

そ
し
て
昨
日
よ
り
少
し
冷
た
い
風
。

い
つ
も
と
さ
ほ
ど
変
わ
り
の
な
い
す

が
す
が
し
い
朝
を
、
な
ぜ
か
私
は
病

室
で
迎
え
た
。
私
が
腹
痛
で
入
院
し

た
の
は
、
も
う
四
日
も
前
の
こ
と
。

私
の
入
院
は
も
ち
ろ
ん
検
査
の
為
。

し
か
し
週
末
を
は
さ
ん
だ
の
で
、
と

ん
だ
長
居
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
病

室
で
は
特
に
す
る
事
も
な
く
、
時
間

に
余
裕
は
あ
る
。
と
は
言
え
、
こ
ん

な
所
で
こ
ん
な
事
を
し
な
く
て
も
と
、

少
し
悲
し
く
な
っ
た
り
も
す
る
。
私

の
複
雑
な
気
持
ち
を
よ
そ
に
、
窓
の

外
は
素
晴
ら
し
い
天
気
。

　
空
一
面
に
広
が
る
青
空
。
こ
の
素

晴
ら
し
い
天
気
は
、
今
日
で
三
日
も

続
い
て
る
。
少
し
ず
つ
色
を
変
え
て

い
く
木
々
を
私
は
見
て
い
る
。
い
つ

も
は
特
に
気
に
も
止
め
な
い
そ
の
景

色
が
、
季
節
を
告
げ
る
為
に
変
化
し

続
け
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
は

い
な
い
だ
ろ
う
が
、
忘
れ
て
い
る
人

は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少

し
ず
つ
色
を
変
え
て
「
秋
」
を
告
げ
る

木
々
を
見
つ
め
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。

　
そ
う
今
は
「
秋
」
。
食
欲
の
「
秋
」
、

体
育
の
「
秋
」
、
読
書
の
「
秋
」
、
文
化

の
「
秋
」
。
何
を
す
る
に
も
一
番
い
い

と
言
わ
れ
続
け
て
い
る
の
が
、
こ
の

「
秋
」
。
先
日
行
わ
れ
た
2
4
時
間
マ
ラ

　
　
　
　

ソ
ン
。
後
日
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
文

化
祭
。
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
催
さ
れ

忙
し
い
季
節
。
私
は
こ
の
季
節
が
一

番
好
き
．

　
み
ん
な
は
き
の
こ
採
り
す
る
？

私
は
今
で
こ
そ
し
な
い
も
の
の
、
実

は
こ
れ
が
大
好
き
。
最
近
は
た
だ
何

を
す
る
訳
で
な
く
、
林
の
中
を
歩
く

の
が
好
き
。
色
を
変
え
、
葉
を
落
と

し
て
い
く
木
々
を
見
上
げ
な
が
ら
、

遠
い
記
憶
に
想
い
を
馳
せ
る
。
少
し

哀
し
く
痛
む
胸
と
、
熱
く
な
る
目
頭

か
ら
流
れ
る
涙
を
、
気
付
か
ぬ
ふ
り

で
歩
け
る
場
所
が
好
き
。
私
が
、
一

番
私
ら
し
く
い
れ
る
場
所
だ
、
と
本

能
が
叫
ん
で
い
る
様
な
気
さ
え
し
て

く
る
。
そ
ん
な
大
切
な
自
然
を
今
で

も
た
く
さ
ん
残
し
て
い
る
松
代
が
私

は
好
き
で
た
ま
ら
な
い
。
私
は
自
然

を
、
松
代
を
、
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。
　
　
　
　
　
か
し
こ

注
、
こ
の
原
稿
は
、
十
月
中
に
ご
寄
稿

　
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　男　　2，446人　　（一2人）

　女2，522人（＋3人）
　計4，968人（＋1人）
世帯数1，500世帯（一2世帯）

　出生7人　　死亡5人

　転入9人　　転出10人
　　　（5年10月末日現在）

一人口の動き一

圃
園
圓
圃

▼
』
「
人
」
の
コ
ー
ナ
ー
の
山
岸
由
美
さ

ん
も
検
査
入
院
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、

小
生
も
二
週
間
ほ
ど
上
越
市
の
病
院
に

検
査
入
院
し
、
貴
重
な
（
？
）
体
験
を

し
ま
し
た
。
今
年
は
厄
年
で
、
伊
勢
参

り
に
も
行
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
も
厄

の
払
い
方
が
足
り
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

（
一
部
に
、
払
い
過
ぎ
た
と
い
う
意
見

も
あ
る
よ
う
で
す
が
・
・
・
…
）

▼
そ
う
い
っ
た
訳
で
、
今
月
号
の
半
分

　
ほ
か

は
他
の
方
に
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

小
生
の
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
文
章
や
レ
イ

ア
ウ
ト
と
違
っ
て
、
新
鮮
味
が
あ
っ
て

良
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
来
月
号
も
お
願
い
し
た
い
」
何
て
声

が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
誰
で
す

か
η
「
ず
っ
と
入
院
し
て
れ
ば
い
い
の

に
」
何
て
言
う
人
は
、
月
夜
の
晩
ば
か

り
と
は
限
り
ま
せ
ん
よ
！

16

圃闘《》團回
（9月26日～10月25日受付）

　幸せ多い人生を（結婚）

室岡正一・山村広美さん

　　　　（松代・善宗塚住宅）

市川義久・菅井春美さん

　　　　　（松代・下町住宅）

佐藤正明・鈴森歌織さん

　　　　　　　（室野・隠居）

　げんきな良い子に（出生）

　　ゆう　や
仲村祐哉ちやん廣一・ゆき子さん

　　（長男・松代・下町住宅〉
　　とも　き
佐藤友樹ちやん茂建・キヨノさん

　　　　（2男・室野・紋仁）
齋木縮磨ちやん成一・みつ子さん

　　　（長男・室野・堂の前）
　　え　　り　か
室岡愛吏香ちやん俊之・文子さん

（長女・松代・室岡クリーニング）

　　　ひかる
相澤　光ちやん忠・ユキ江さん

　　　（2女・松代・清瀬屋）
　　ゆ　　き
中村由紀ちやん実・弘美さん

　　（長女・松代・西豊工業）
　　　りょう
若井　凌ちやん．孝広・直美さん

　　（長男・松代・下町住宅）

　ご冥福を祈ります（死亡）

小堺達男さん　　　67歳

　　　　　　（室野・幸之蒸）

小堺友吉さん　　　73歳

　　　　　　　　（儀明・沢〉

山岸典弘さん　　　24歳

　　　　　　（蒲生・佐太郎）

柳　芳男さん　　　69歳

　　　　　　　（菅刈・干場）

秋山晴吉さん　　　73歳

　　　　　　　（清水・隠宅）

㌧
も
も
恥
き
』
O
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一
一
並
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判
海
㎝
抽
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血
ま
皿
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一
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謙
串
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誉
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